
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、22年３月期第１四半期は潜在株式が存在しないため、23年

３月期第１四半期は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 5,839 27.1 △151 ― △164 ― △228 ―

22年３月期第１四半期 4,596 △39.9 △4 ― 221 ― 191 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △16 .34 ―

22年３月期第１四半期 13 .68 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 20,225 2,416 11.3 163 .54

22年３月期 19,442 2,676 13.1 181 .83

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 2,285百万円 22年３月期 2,540百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 .00 ― 0 .00 0 .00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 .00 ― 0 .00 0 .00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 11,000 13.4 △200 ― △300 ― △314 ― △22 .47

通期 22,500 7.1 350 260.8 150 ― 100 ― 7 .16



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実施しておりま

す。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）4ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は【添付資料】P.5「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 13,976,000株 22年３月期 13,976,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,382株 22年３月期 1,382株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 13,974,618株 22年３月期１Ｑ 13,974,618株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間における世界経済は、中国やインド等の新興国は著しい経済成長を示し、

また米国においても政府による景気刺激策の効果により景気は緩やかな回復基調にて推移いたしまし

た。しかしながら、ギリシャをはじめとした国々での財政悪化からユーロ圏内で新たな金融不安が発生

し、これが今後の世界経済に影響を及ぼす可能性もあり、依然として不安定な状況が続いております。

 わが国経済におきましては、中国をはじめとした新興国の経済成長を背景に、企業収益も大企業を中

心に持ち直し、設備投資も下げ止まりつつあるなど、景気回復の兆しが見えはじめたものの、不安定な

政局、欧州の財政危機の発生及び為替の円高基調等、景気を下押しするリスクも存在し、先行き不透明

な状態からは脱しきれておりません。 

 プリント配線板業界におきましては、アナログ放送の終了を控えた買換え需要により、薄型テレビを

中心としたデジタル家電関連やハイブリッドカーを柱に需要が回復したカーエレクトロニクス関連の分

野において当初の予想を上回る状況となり、世界同時不況による一時の低迷した状態からは、回復の兆

しが見えてまいりました。 

 このような状況のなか当社グループは、プリント配線板事業におきましては、国内営業ではハイブリ

ッドカーを柱に需要が好調であるカーエレクトロニクス関連やエコポイント制度で需要が堅調なホーム

アプライアンス関連を中心に活動を展開するとともに、引き続きソーラーシステムやLED関連商品とい

った環境関連分野へのプリント配線板供給の強化に注力いたしました。 

 また、海外営業におきましては、経済成長が著しい中国を中心としたアジア市場をターゲットに受注

の拡大を図りました。 

 一方、生産活動におきましては、継続して製造力強化活動を展開し、労働生産性向上・リードタイム

短縮等を進め生産体制の強化を図るとともに、品質向上及び各種固定費の削減にも継続して取り組みま

した。また、海外生産では、白井電子科技(珠海)有限公司の生産品確保と生産量の増強を図り、本格的

な量産体制の構築に向けた取り組みを進めてまいりました。 

 プリント配線板外観検査事業におきましては、モジュール基板やパッケージ基板等の高機能基板向け

検査機や、手動式の両面同時撮像式検査機の新商品を開発し、見本市（展示会への出展）やプレスリリ

ース等で周知を図るなど販売市場の拡大に取り組みました。 

 このような取り組みの結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は5,839百万円となり、前年

同期比では1,243百万円（27.1％）の増収となりました。 

損益につきましては、売上高の増加はあったものの、白井電子科技(珠海)有限公司の生産量がまだ過

渡期であることから原価率が悪化したことに加え、工場稼動に伴い販売費及び一般管理費が増加したこ

となどから、前年同期比では146百万円減益の151百万円の営業損失となりました。 

 経常損益につきましては、白井電子科技(珠海)有限公司の稼動に伴い創業費の発生はなくなりました

が、持分法適用会社の業績悪化及び円高による為替差益の減少等から164百万円の経常損失となり、前

年同期比では385百万円の減益となりました。 

 四半期純損益につきましては、役員退職慰労引当金の戻入がなくなったことや、特別損失に資産除去

債務会計基準の適用に伴う影響額を計上したことにより、前年同期比では419百万円減益の228百万円の

四半期純損失となりました。 

1. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(プリント配線板事業) 

プリント配線板事業につきましては、価格競争を回避しているデジタル家電関連は減収となったもの

の、収縮していた市場が全般的に回復傾向を示したことに加え、政策的な恩恵を受けたカーエレクトロ

ニクス関連やホームアプライアンス関連からの受注が堅調であったことから、プリント配線板事業の売

上高は5,655百万円となりました。 

 損益面につきましては、売上高の増収はあったものの、白井電子科技(珠海)有限公司の生産量が過渡

期であることによる原価率の悪化や、工場稼動に伴う販売費及び一般管理費の増加を賄うことができ

ず、193百万円の営業損失となりました。 

(プリント配線板外観検査機事業) 

プリント配線板外観検査機事業につきましては、市場の回復傾向に呼応し設備投資意欲も向上したこ

とから、昨年後半に引き続き中国市場を中心に安定した受注が継続してあったことから、売上高は228

百万円となりました。 

 損益につきましても、増収効果が大きく一転して63百万円の営業利益となりました。 

  

(資産) 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、20,225百万円(前連結会計年度末比782百万円増)となり

ました。その内訳は、流動資産が9,935百万円(前連結会計年度末比359百万円増)、固定資産が10,289百

万円(前連結会計年度末比423百万円増)であり、主な増減要因は次のとおりであります。 

 流動資産の増加は、売掛金の回収が進んだことから受取手形及び売掛金が89百万円減少したものの、

現金及び預金が79百万円増加したことや、受注残高の増加から製品が245百万円、仕掛品が134百万円増

加したことによるものであります。 

 固定資産のうち有形固定資産については、減価償却の実施はしたものの、白井電子科技(珠海)有限公

司の従業員寮の建設費用を建設仮勘定に計上したことにより464百万円増加いたしました。一方、投資

その他の資産は、持分法適用会社の業績悪化に伴う関係会社株式の減少等により36百万円減少しており

ます。 

(負債) 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、17,808百万円(前連結会計年度末比1,042百万円増)とな

りました。その内訳は、流動負債が9,476百万円(前連結会計年度末比787百万円増)、固定負債が8,332

百万円(前連結会計年度末比254百万円増)であり、主な増減要因は次のとおりであります。 

 流動負債の増加は、白井電子科技(珠海)有限公司の工場稼動に伴う運転資金等を調達したことによ

り、短期借入金が956百万円増加したことによるものであります。 

 固定負債の増加は、資産除去債務128百万円を計上したことによるものであります。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(純資産) 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、2,416百万円(前連結会計年度末比259百万円減)となり

ました。その主な減少要因は四半期純損失を228百万円計上したこと及び株価の低迷によりその他有価

証券評価差額金が24百万円悪化したことによるものであります。 

  

  

(キャッシュ・フローの状況の分析) 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は1,952百万円となり、前年同

期比では1,965百万円減少いたしました。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、373百万円の流出とな

り、前年同期比では458百万円の流出増加となりました。その主な増減要因は、仕入債務が747百万円

増加したことにより流出減少となりましたが、当第１四半期連結会計期間は税金等調整前四半期純損

失となり599百万円流出となったことや、売上債権が増加し526百万円資金獲得が減少したことによる

ものであります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、532百万円の流出とな

り、前年同期比では418百万円の流出増加となりました。その主な増減要因は、白井電子科技(珠海)

有限公司の設備増強等による有形固定資産の取得による支出が458百万円増加したことによるもので

あります。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、977百万円の獲得とな

り、前年同期比では857百万円獲得増加となりました。その主な増減要因は、当第１四半期会計期間

には短期借入金の純増減額が765百万円増加したことや長期借入れによる収入が72百万円増加したこ

とによるものであります。 

  

平成22年５月14日に公表いたしました業績予想につきましては、依然として国内・海外の景気及び為

替の動向が不透明であることから、修正せず据え置いております。 

なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には、速やかに開示する予定であります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

② 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、棚卸資産の簿価

切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。なお、営業循環過程から外れた滞留又は処分見込等の棚卸資産で前連結

会計年度末において帳簿価額を処分見込価額まで切り下げている場合には、当第１四半期連結会計期

間において前連結会計年度から著しい状況の変化がないと認められる限り、前連結会計年度末におけ

る貸借対照表価額を引き続き計上する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。 

④ 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きく、合理的な算定方法によって見積った概算額で計上する方法によっており

ます。 

⑤ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（特有の会計処理） 

 該当事項はありません。 

  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号  平成20年３

月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24

号  平成20年３月10日)を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。これによる営業損益、経常損益への影響は軽微であり、税金等

調整前四半期純損失は114百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務の変動額は128百万円であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 連結財務諸表等

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,562 2,482

受取手形及び売掛金 4,959 5,048

製品 1,196 951

仕掛品 425 290

原材料及び貯蔵品 382 431

繰延税金資産 159 116

その他 252 256

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 9,935 9,576

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,798 3,826

その他（純額） 3,944 3,451

有形固定資産合計 7,742 7,278

無形固定資産 278 282

投資その他の資産 2,267 2,304

固定資産合計 10,289 9,865

資産合計 20,225 19,442
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,025 4,441

短期借入金 2,432 1,476

1年内返済予定の長期借入金 1,689 1,764

未払法人税等 46 100

賞与引当金 83 152

その他 1,197 752

流動負債合計 9,476 8,688

固定負債

長期借入金 6,818 6,705

退職給付引当金 848 824

資産除去債務 128 －

その他 536 547

固定負債合計 8,332 8,077

負債合計 17,808 16,766

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 △294 △65

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,543 2,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △17 6

為替換算調整勘定 △240 △237

評価・換算差額等合計 △258 △231

少数株主持分 131 135

純資産合計 2,416 2,676

負債純資産合計 20,225 19,442
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 4,596 5,839

売上原価 3,919 5,167

売上総利益 676 672

販売費及び一般管理費 681 824

営業損失（△） △4 △151

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 8 1

投資不動産賃貸料 13 13

為替差益 285 39

その他 41 9

営業外収益合計 350 65

営業外費用

支払利息 35 31

持分法による投資損失 19 39

開業費 65 －

その他 3 7

営業外費用合計 123 78

経常利益又は経常損失（△） 221 △164

特別利益

固定資産売却益 － 3

役員退職慰労引当金戻入額 104 －

貸倒引当金戻入額 0 2

特別利益合計 104 5

特別損失

固定資産廃棄損 0 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 113

特別損失合計 0 115

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

325 △274

法人税、住民税及び事業税 21 7

法人税等調整額 106 △53

法人税等合計 128 △45

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △228

少数株主利益又は少数株主損失（△） 6 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 191 △228
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

325 △274

減価償却費 112 168

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 113

リース資産減損勘定の取崩額 △25 △15

賞与引当金の増減額（△は減少） △65 △68

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17 23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △454 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

受取利息及び受取配当金 △9 △2

支払利息 35 31

為替差損益（△は益） △156 △38

固定資産売却損益（△は益） － △3

固定資産廃棄損 0 1

持分法による投資損益（△は益） 19 39

売上債権の増減額（△は増加） 614 87

たな卸資産の増減額（△は増加） 167 △329

仕入債務の増減額（△は減少） △1,165 △418

未払消費税等の増減額（△は減少） △5 21

その他 682 375

小計 93 △288

利息及び配当金の受取額 9 2

利息の支払額 △35 △31

法人税等の支払額 △5 △100

法人税等の還付額 23 44

営業活動によるキャッシュ・フロー 85 △373

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 －

有形固定資産の取得による支出 △63 △522

有形固定資産の売却による収入 0 3

無形固定資産の取得による支出 △1 △7

投資有価証券の取得による支出 △3 △33

投資有価証券の売却による収入 － 30

その他 △36 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △114 △532

シライ電子工業株式会社（6658）　平成23年３月期　第１四半期決算短信

-9-



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 183 948

長期借入れによる収入 330 402

長期借入金の返済による支出 △391 △357

リース債務の返済による支出 △2 △12

少数株主への配当金の支払額 － △4

財務活動によるキャッシュ・フロー 119 977

現金及び現金同等物に係る換算差額 133 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 224 79

現金及び現金同等物の期首残高 3,714 1,872

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

△21 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,917 1,952
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

２ 各事業の主な内容  

 (1)プリント配線板事業・・・・・・・プリント配線板の製造販売  

 (2)プリント配線板外観検査機事業・・プリント配線板外観検査機の開発・販売 

 (3)その他の事業・・・・・・・・・・運送業及び人材派遣・業務請負 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 所在地別セグメント区分の変更 

当第１四半期連結会計期間より、Shirai Electronics Technology America，Inc.につきましては休眠会

社であり、重要性が乏しいため連結の範囲から除外しております。 

 これに伴い、所在地別セグメントの「その他の地域」につきましては実績が無くなったため、当第１四半

期連結会計期間より記載しておりません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

(1)その他アジア・・・シンガポール、台湾、インドネシア、マレーシア、フィリピン、韓国、マカオ  

(2)その他・・・・・・英国、米国  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

  

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

プリント 
配線板事業 
(百万円)

プリント
配線板外観検
査機事業 
(百万円)

その他の
事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 4,534 79 86 4,700 (104) 4,596

営業利益又は営業損失(△) 6 △11 1 △2 (1) △4

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

中国・香港
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高 2,861 2,058 4,920 (324) 4,596

営業利益又は営業損失(△) △94 99 4 (9) △4

【海外売上高】

中国・香港 その他アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,443 324 22 1,790

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 4,596

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

31.4 7.1 0.5 38.9
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメント情報は、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。 

 当社グループは、製品・サービス別の事業部門（一部の製品・サービスについては子会社）を置き、各

事業部門及び子会社は、取り扱う製品・サービスに係る国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動

を行っております。 

 従って、当社グループは、事業部門及び子会社を基礎として事業セグメントが構成されており、それら

を製品・サービス別に集約した「プリント配線板事業」、「プリント配線板外観検査機事業」の２つを報

告セグメントとしております。 

 「プリント配線板事業」は、設計・試作から量産品までのプリント配線板の製造・販売を行っておりま

す。「プリント配線板外観検査機事業」は、プリント配線板外観検査機の開発・販売及び保守サービスを

行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

（単位：百万円）

 
（注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派遣・業務請負 

を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△26百万円には、セグメント間取引消去が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

【セグメント情報】

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額 
(注)３

プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計 
 

売上高

外部顧客への売上高 5,655 170 5,825 14 5,839 ― 5,839

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 57 57 115 173 △173 ―

計 5,655 228 5,883 129 6,013 △173 5,839

セグメント利益 
又は損失（△）

△193 63 △129 4 △125 △26 △151
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

シライ電子工業株式会社（6658）　平成23年３月期　第１四半期決算短信

-14-




